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論文内容の要旨

強誘電性液晶素子は，表示素子として現在最も期待されているものの一つで、あるが，従来のネマティック型の液晶

素子に比べ，材料のバリエーションが限られている。一般に，液晶化合物は，メソーゲンと呼ばれる中心骨格と両端

または片側のアルキル基から構成されている。本研究の目的は，高性能新規強誘電性液晶材料を開発するとともに，

メソーゲン部の構造と液晶物性の相関関係を把握することである。

強誘電性液晶(スメクティック C相)は，層構造を持ち，分子は層の法線方向に対し一定角度(チルト角)傾いて

いる。この様な構造は，メソーゲン周辺部のダイポールモーメントと，これによりメソーゲン部の分極率の中心に誘

起されるダイポールモーメント間の引力 (induction force) により形成される。そのため，メソーゲン部の分極率を

大きくする事，またはメソーゲン周辺部に分子軸に垂直なダイポールモーメントを導入する事で強誘電性液晶の熱安

定性，さらにチルト角，自発分極を増加させ得ると考えた。

既知の液晶材料であるビフェニル系化合物は，比較的安定なスメクティック A相(分子が法線方向に平行)やC相

を示す。しかしビフェニル骨格では，水素原子聞の立体反発で， 2つのベンゼン環が捻れ，電子の非局在化が限害さ

れ，分極率が低下していると考えられる。そこで， (1) 2つのベンゼン環を同一平面に固定し，電子の非局在化を促進

し分極率を増加させる事(フルオレン系化合物)，さらにフルオレン骨格のメチレン基をカルボニル基とし，分子軸

に垂直なダイポールモーメントを導入する事(フルオレノン系化合物)により上記強誘電性液晶の特性向上が図れる

と考え，これらの系列の化合物を種々合成し，スメクティック C相の熱安定性，チルト角，自発分極を調べた。また

フルオレノン骨格を不斉炭素に近づけた異性体を合成し，フルオレノン骨格の持つダイポールモーメントの自発分極

への直接の影響を検討し以下の結果を得た。

1 フルオレン系化合物については，分極率の増加を反映しスメクティック A相が安定化。しかし，スメクティック C

相の熱安定性，チルト角，自発分極は減少。これは，分子の幅の増加が影響し，上記 induction force が減少したた

めと考えられる。

2 フルオレノン系化合物については，スメクティック C相の熱安定性，チルト角，自発分極が増加。これは，分子軸
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に垂直なダイポールモーメントの導入により induction force が増加した結果であり，フルオレノン骨格は強誘電

性液品に対して極めて有効である。

3 フルオレノン骨格，不斉炭素聞を近接した化合物について，メソーゲン部のダイポールモーメントの自発分極へ

の直接の影響は認められなかった。

4 フルオレノン化合物の合成の際， -C(O)SO- 結合を持つ初めての液品化合物を得ることができた。

論文審査の結果の要旨

本論文は，新規な強誘電性液晶の開発を目的に，フルオレンおよびフルオレノン骨格をコアとする液晶の合成と性

質についての研究結果がまとめられたものである。液晶の分子構造を構造化学的な観点から解析し，それを基礎に液

晶の分子設計を行い，優れた性質を示す液晶の合成に成功した。更に分子構造と液晶の性質の相関性も明らかにした

研究として意義深く，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める O
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